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２０１３年度グッドデザイン賞受賞！グッドデザインベスト100にも選出！ 
 

 

 

 

 

 

 

■プロジェクト概要 

伊藤忠都市開発株式会社(東京都港区、社長:辻村 茂)と株式会社コスモスイニシア（東京都港区、社長:高木 嘉幸）で

は、「パークフロントテラス亀戸」〈東京都江東区亀戸7丁目49-1（地番） 総戸数／174戸 2013年3月入居済み〉の建設

に伴う地域貢献活動として、昨年2月より、隣接する江東区立亀戸七丁目南公園における「コミュニティガーデン」づくり

を始動。近隣住民の皆様方のご参加により実施した公園改修のためのワークショップ及びワークショップの内容にそっ

て行った公園改修工事後、昨年6月より月1回のペースで公園周辺にお住まいの有志区民の皆様方とともにコミュニ

ティガーデン維持管理活動を推進し、区民のボランティア参加による江東区コミュニティガーデン団体としての登録を

目指して参りました。 

伊藤忠都市開発株式会社 
株式会社コスモスイニシア 

単に公園の緑化事業に終わらせない、 

持続可能な新しい地域貢献の仕組みが高く評価されました。 

亀戸七丁目南公園のコミュニティガーデンは、 

マンション入居者と地域住民の交流の場として、 

自らの手で守り育てる公園として新たに歩み始めました。 

東京都初！官民協働による、地域みんなの庭「コニュティガーデン」 

緑化を重要視する開発は、現代において頻繁に見られる。緑化の本質的な目的とは、より良い地域生活の創造であり、

そのプロセスにも利用価値を見出す事ができる。公園の緑化を庭作りとして設定。マンション入居者と地域住民が協力し

て作り上げることによって、地域のコミュニケーションを促進する。『コミュニティガーデン』活動はその着眼点を現実化す

るために様々なアプローチを行った。長期的な緑化推進理念を持つ江東区との協議を重ねる事で、推進体制を確立す

ることに成功。そして主役となる住民に活動のコンセプトが正確に伝わるよう、ワークショップを複数回開催した。 

結果『自ら創り上げていく』という当事者意識が喚起され、官民協働による『コミュニティガーデンづくり』は現実のものと

なった。行政と住民の間にあった隔たりを解消するノウハウ、地域に貢献するプログラムの先駆けとして高く評価する。 

〜グッドデザイン振興会の評価ポイント〜 

区立亀戸七丁目南公園 コミュニティガーデン活動（VOL.3） 

昨年12月20日付けで、江東区条例に基づく「みどりのボランテイア」団体として正式に承認、また、本年１月及び３月の

二期にわたる「パークフロンとテラス亀戸」入居開始後は、新たに亀戸の地に移り住んだマンションご入居者の皆様もコ

ミュニティガーデン活動に参加し、地域全体の垣根のない交流の一助となり始めております。 

当初より予定しておりました事業者による活動のサポート期間が終了し、ここに新たに地域ボランティア団体として「亀

七南ガーデンクラブ」（代表／東方陽子）の活動が正式にスタート致しますことを、ご報告申し上げます。 

 

＜参考＞  「区立亀戸七丁目南公園 コミュニティガーデン活動Vol.1」（ http://ipd.co.jp/info/news_files/104_tmp_105.pdf ） 

        「区立亀戸七丁目南公園コミュニティガーデン活動Vol.2」（http://ipd.co.jp/info/news_files/106_tmp_143.pdf）   

http://ipd.co.jp/info/news_files/104_tmp_105.pdf
http://ipd.co.jp/info/news_files/104_tmp_105.pdf
http://ipd.co.jp/info/news_files/106_tmp_143.pdf
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【江東区コミュニティガーデン制度】 
コミュニティガーデンは「地域の庭」。みんなで考えて、みんなでつくって、みんなが楽しめるの

が、コミュニティガーデンです。江東区内でも、まちかどの花壇や公園、マンションの中庭など、

場所もさまざま、大きさや形もいろいろな場所で、コミュニティガーデンづくりを楽しむグループ

が、現在22団体約600名が活動しています。（担当部署／江東区役所  水辺と緑の課） 

■区立亀戸七丁目南公園コミュニティガーデンづくりの実施スケジュール 

説明会 

公園改修工事 
 
○公園改修工事  
2012年5月〜6月中旬実施 
○ガーデン活動（維持管理活動）
のサポート 
2012年6月～2013年6月 
・活動の運営サポートと技術指導 
・年2回の一年草類の植替え 
・植物の活用方の学びの場にも 
 
※サポート期間を通じて、地域ボランテ
ィアによるコミュニティガーデン活動の
江東区登録団体の設立を目指しました 

 
 
 
 
 
左記のサポ
ートの頻度と
ボリュームを
軽減し、自立
を促す 
（キーパーソ
ンの発掘、組
織化へのサ
ポート等も行
う） 
 
 

 
 
 
 
自
主
活
動
へ
移
行 

説明会の実施 
近隣の皆様等への説明 
 
2012年1月17日(火)実施 
 
コミュニティガーデンづくりを
スタートするにあたり、地域
の町会の皆様への説明会
を開催。地域の庭であるコ
ミュニティガーデンについて
のご理解と本取り組みへの
ご協力お願いしました。 

ワークショップ(WS)の実施 
 
①コンセプトづくり 
2012年2月21日(火)実施 

②デザイン案づくり 
2012年3月9日(金)実施 

③デザイン案確認、 
植栽案づくり 
2012年3月19日(月)実施 
 
町会はじめ地域の皆様や区か
らの参加を頂きながら、３回に
わたり開催。具体的に、「どのよ
うな公園にして行きたいか」の積
極的な意見交換を行ない、改
修工事に向けてのアイデアをま
とめました。 

WS 

公園への「思い」や「夢
」を引き出し、コンセプト
を決めます。それを元
に整備案を作成。 

コミュニティガーデンづくり～自主活動への流れ 

 2012年1月  2月  3月  4月  5月  6月～  2013年～  6月～ 

毎月1回活動日を決めて集まり、花壇の手
入れを行います。楽しみながら活動を続ける
ための、植物を活用したプログラムも。みん
なでつくった公園だからこその「愛着」が、活
動を続けるエネルギーの素になります。 

説明会 

本取り組みは、公園を管理する江東区の了解のもと、区が推進するコミュニティガーデンづくりの考え方に

沿って、民間事業者が地元の声を伺うワークショップの開催や公園改修工事、工事後の区民参加による公

園維持管理活動に向けたボランティア育成までをサポートするという、東京都では初めての官民協働による

コミュニティガーデンづくりとなりました。 

花の苗を植えたり 

みんなで 

つくる 

みんなが 
楽しめる みんなで 

考える 

改修工事 
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Before 以前の亀戸七丁目公園 

みんなで考えて、みんなで公園づくりに参加して 

みんなの公園ができました！ 

NOW(現在の活動の様子) 

After(改修後) 西側エントランス 

西側エントランス 

南側エントランス 

南側エントランス 西側小道 



コミュニティガーデンの12ヶ月 2012年6月〜9月 

2012年6月 2012年7月 

2012年8月 2012年9月 



コミュニティガーデンの12ヶ月 2012年10月〜2013年1月 

2012年10月 2012年11月 

2012年12月 2013年1月 



コミュニティガーデンの12ヶ月 2013年2月〜2013年5月 

2013年2月 2013年3月 

2013年4月 2013年5月 



本件に関するお問い合わせ先 

伊藤忠都市開発株式会社 広報室 担当：小泉／若林  TEL：03-6811-0254 

【江東区より正式に認定と「亀七南ガーデンクラブ」の発足】 

 
公園での活動が認められ、コミュニティガーデン登録団体として江東区から正式に認定されまし

た。マンション入居後には、新規住民と近隣住民の、ガーデン活動を通じた交流が根付き始め、

ガーデンパーティー等のイベントも開催しています。 

また、本年６月の活動をもって、当初より予定しておりました事業者による活動のサポート期間が

終了し、ここに新たに地域ボランティア団体として「亀七南ガーデンクラブ」（代表／東方陽子）の

活動が正式にスタートし、今後の活動にも期待されます。 

 

みんなでティータイム 

ガーデンツアーの様子 

ガーデンツアーの様子 

カフェ看板も登場！ 

メッセージを貼り出しました 


